
  

  
　私は前職での経験や、Ｕターンしてから得た知識や資格を生かして、
地元企業などと業務委託契約を結び、フリーランスで企画や販促の仕
事を始めています。また、協力隊時代から取り組んだ竹細工の継承活
動も続けながら、販売にも力を入れていきたいですね。
　このところ、UJI ターン者と意見交換をする機会が多くあり、同
じ思いを持つ人たちと一緒に、弘前を PR するようなプロジェクト
も進めています。それぞれの得意分野を持ち寄りながら、チームでも
良い仕事をしていきたいと思っています。

　僕はこれからも観光関係をメインに活動します。協力隊時代に取得
した地域限定の旅行業取扱管理者の資格を生かして、津軽エリアの旅
行企画を提案していきたいです。津軽エリアには、他にはない独特の
文化や雰囲気、隠れ家的な宿や食事処がたくさんあります。現在の情
勢は厳しいですが、今後のニーズに合わせた特別な旅行を提案しよう
と思っています。あとはやはり津軽の温泉です。今後も津軽の温泉案
内人として講演や執筆、温泉に関わる企画立案などを実施していきた
いです。より一層、どんどん温泉に浸かっていきます！ 

　僕は今、ふるさと納税の中間事業者として働いています。ふるさと
納税の返礼品というのは、「全国のショーケース」だと思っています。
農産物も温泉も工芸品も弘前の資源。そういうものをもっともっと
ショーケースに並べて、全国の人に選んでもらいたいですね。
　葛原の古民家（丹鶴庵）での農泊サービスの拡充に向けても、オーナー
と共同で活動しています。市の補助金を活用して内装を変えたほか、
趣味の狩猟から始めたジビエ事業では2018年に食肉処理業の営業許
可を取りました。ジビエと共にワインが楽しめる宿を目指しています。

協力隊だからできたこと
鎌田　協力隊で良かったなと思
うのは、やっぱり人脈の広がり。
伊藤・佐々木　確かに！
鎌田　市役所の人や観光・温泉
関連の人もそうですけど、さま
ざまな研修会に参加できたこと
で、他自治体の人達とも出会え
ました。ある研修会では、福島
県の村長さんに「協力隊でうち
においでよ」と声をかけていた
だいたことも。
佐々木　協力隊だったから出会
えた人がほとんどです。他自治

体の協力隊との意見交換の場も
あって良い刺激を受けました。
伊藤　昨年 10月に開催した成
果報告会の資料を作りながら
名刺フォルダーを見たら、約
320 人と名刺交換をしていた
ことに気付きました。名刺交換
せず付き合いを始める人もいる
ので、実際はもっと多くの人と
出会っていますね。
佐々木　多くの情報を得られた
ことも大きいです。協力隊とし
てではなく個人的にＵターンし
て就職などをしていたら、得ら
れた情報量にも限界があったと

思います。
鎌田　これから協力隊を目指す
人には、仕事を辞めて来ること
になるので簡単に「やってみよ
う！」とは言えませんが。
佐々木　でも弘前でやりたいこ
と、学びたいことがはっきりし
ている人ならプラスになる制度
だと思います。
伊藤　他県出身者から言わせて
もらうと、自分の環境適応能力
を試したい人にはすごく良い場
所だと思います。弘前はまだま
だ可能性がある面白い地域で
す。
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やりたいことを形に
伊藤　僕は協
力隊時代、「地
産外商」をコ
ンセプトに活
動していまし
た。地元のり
んご農家であ

る工藤農園さんと、生食不適の
りんごをドライフルーツに加
工して商品化した「アップル
キューブ」は特に印象に残って
います。人用だけではなく、犬
用（サクサクりんご）もあるん
です。うちで飼っているわんこ
が喜んで食べていました。地域
の直売所や新青森駅の売店、市
内のドッグカフェにも置かせて
もらっています。観光客が手に
とって気に入ってくれて、「京
都に 50個送ってほしい」とい
う注文がきたときは驚きました
が、嬉しかったです。

鎌田　自分自身がいろいろなと
ころに出向いて広めるというの
もやりがいがありますが、自分
の事業が人から人へつながって
いくのもまた別の喜びがありま
すよね。
伊藤　あとは資金面。初期の頃
は資金の確保などが大変でした
が、市の新商品開発の助成金や
協力隊の活動費を利用して乗り
切りました。最初は資材費やデ
ザイン料がかかりますが、ビジ
ネスとして回っていけば、足り
ないものを買い足すだけでいい
ですからね。資金面の支援が
あったことも協力隊で良かった
と思っています。
佐々木　協力隊でやりたいこと

をやらせてもらえたっていうの
はありがたかったですね。

好きなことを極める
鎌 田　 僕 は
温泉関連の
活動がメイ
ンでした。温
泉ソムリエ
や温泉入浴
指導員の資
格を取ってイベントをしたり、
パンフレットを作成したりしま
した。もともと温泉は好きでし
たが、着任当初は「温泉ソムリ
エ？なんだそれ」と思っていま
した。資格を取ってからは、ソ
ムリエとして講演会に呼ばれる
など活動の幅が広がりました。
伊藤　月１回の嶽温泉の湯花
（ゆばな）流し（源泉から各旅
館などに引かれたパイプに湯花
が詰まることを防ぐ作業）は僕
も一緒に参加しましたね。
鎌田　慣れない作業でしたが、
貴重な体験になりました。古く
からの源泉が残る温泉でしか体
験できないことなので、参加で
きて良かったです。

３人とも違うから良かった
佐々木　世代もやりたいことも
違って一見ばらばらなようだけ

ど、すごく良いメンバーだった
と思っています。
鎌田　机が近かったこともあっ
て、ちょっとしたこともすぐ相
談できたし、僕のつぶやきに二
人が反応してくれて大盛り上が
りしたこともありました。
伊藤　僕はわからないことだら
けで、特に津軽弁には苦労しま
した（笑）。でも二人に聞くと
すぐに解決！二人はこのエリア
の教科書みたいな存在でした。
鎌田　僕は伊藤さんに気付かさ
れることも多くありましたよ。
「なんで弘前の人はりんごをあ
まり食べないんだろう？りんご
を食べれば短命県問題も解決す
るんじゃない？」ってつぶやき
には「確かに」と思いました。
佐々木　私も！もともとは地元
の人間だからどこか当たり前と
思っていることが多いけど、伊
藤さんのつぶやきに気づかされ
ることが多かったです。
伊藤　世代の違いもまた面白
かったですね。鎌田さんは僕た
ちよりも下の世代だから、僕ら
の「当たり前」が当たり前じゃ
なかったり、若い世代に負けな
いぞと思わせてくれる存在でも
ありました。
鎌田　お二人にはかわいがって
いただきました（笑）。あとは
経歴の違いも良かったですね。
僕はサラリーマンだったけれ
ど、伊藤さんと佐々木さんは会
社やお店を経営していたから、
二人の動きや考え方を見ていて
勉強になることばかりでした。
そんな頼もしい二人に囲まれ
て、楽しく３年間を過ごすこと
ができました。
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